
平成29年３月31日

既存施設の機能確保
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 大阪府

・施設の老朽化が進行する係留施設について、施設の機能維持のため、改良を行う。

・延命化の改良を実施することで、施設の機能維持を図る。

（H24当初） （H26末） （H28末）

○事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

平成29年3月

　大阪府港湾局において実施 公表の方法

大阪府港湾局ホームページに公表

１．交付対象事業の進捗状況

交付対象事業
Ａ１　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （延長・面積・水深等） H24 H25 H26 H27 H28 策定状況

1-A-1 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 249 策定済

1-A-2 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 42 策定済

1-A-3 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 21 策定済

1-A-4 港湾 内地 大阪府 直接 - 重要 改良 138 策定済

1-A-5 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 21 策定済

1-A-6 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 18 策定済

1-A-7 港湾 内地 大阪府 直接 - 重要 改良 120 策定済

1-A-8 港湾 内地 大阪府 直接 - 重要 改良 150 策定済

1-A-9 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 45 策定済

1-A-10 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 300 策定済

1-A-11 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 450 策定済

1-A-12 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 192 策定済

1-A-13 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 180 策定済

1-A-14 港湾 内地 大阪府 直接 - 重要 改良 471 策定済

1-A-15 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 300 策定済

1-A-16 港湾 内地 大阪府 直接 - 国拠 改良 33 策定済

小計（港湾事業） 2,730

合計 2,730

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

その他関連する事業

地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

番号 備考

　　定量的指標の定義及び算定式

（様式2）　　社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の現況値及び目標値

0　施設

2,730 百万円 Ａ 2,730 百万円

全体事業費
（百万円）

Ｃ

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

施設数
4  　施設 7　施設

施設数 施設数

効果促進事業費の割合
0.0%

事  後  評  価

Ｂ
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

事業内容

番号 事業者 要素となる事業名 市町村名

汐見5号岸壁(-12.0m)の埋没浚渫 延長　L=555ｍ 堺泉北港・汐見地区

泉大津大橋橋梁塗装 延長　L=620m

市町村名

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

番号 事業者
省略

要素となる事業名

全体事業費
（百万円）種別

市町村名
全体事業費
（百万円）工種

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種

一体的に実施することにより期待される効果

計画等の名称

事業
事業者 要素となる事業名 事業内容

市町村名
海岸名・地区名

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

大浜4号岸壁(-9.0m)鋼構造物の補修・防食 延長　L=165ｍ 堺泉北港・大浜地区

施設機能を維持するための改良が完了した施設数

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

延長　L=185ｍ 阪南港・木材地区岸和田1号岸壁(-10m)鋼構造物の補修・防食

堺泉北港・助松地区

助松1号物揚場(-4.0m)鋼構造物の補修・防食 延長　L=170ｍ 堺泉北港・助松地区

助松2号物揚場(-4.0m)鋼構造物の補修・防食 延長　L=170ｍ 堺泉北港・助松地区

貝塚1号岸壁（-6.5m）鋼構造物の補修・防食 延長　L=202ｍ 阪南港・阪南3区

貝塚1号物揚場(-3.0m)鋼構造物の補修・防食 延長　L=170ｍ 阪南港・阪南3区

汐見1号岸壁(-4.5m)鋼構造物の補修・防食 延長　L=480ｍ 堺泉北港・汐見地区

汐見6号岸壁(-10.0m)改良 延長　L=480ｍ 堺泉北港・汐見地区

助松8号岸壁(-12.0m)改良 延長　L=480ｍ 堺泉北港・助松地区

助松4号岸壁(-7.5m)ｴﾌﾟﾛﾝ改良 延長　L=390m 堺泉北港・助松地区

汐見4号岸壁(-7.5m)鋼構造物の補修・防食 延長　L=260ｍ 堺泉北港・汐見地区

貝塚大橋耐震補強 延長　L=156.2m 阪南港・阪南4区・5区地区

松之浜1号岸壁(-5.5m)鋼構造物の補修・防食 延長　L=450ｍ 堺泉北港・松之浜地区

助松9号岸壁（-14.0m）改良 延長　L=300ｍ 堺泉北港・助松地区



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・延命化の改良を実施することで、利用制限等が必要になる可能性があった施設の機能維持が図られ、利用制限を回避できた。

　　交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ定量的指標の達成状況 最終目標値 0施設→ 7施設
目標値と実績値

最終実績値 0施設→ 7施設
に差が出た要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

　・港湾施設の耐震改良を行い、災害時における緊急物資等の輸送ネットワークが構築された耐震強化岸壁の増加を図る。

　・施設の老朽化が進行し、利用制限等が必要になる可能性がある港湾施設について、施設の機能維持のため改良を行う。

施設機能を維持する
ための改良が完了し
た施設数

・老朽化に伴う効用・性能の低下といった施設の物理的条件の変化に対応した改良工事を実施することで施設の機能維持を図
り、ライフサイクルの延命化を図ることができた。



（図面）社会資本総合整備計画

計画の名称 既存施設の機能確保

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 大阪府交付対象

堺 泉 北 港 港 湾 計 画 図 

1-A-1 泉大津大橋橋梁塗装 

1-A-2 大浜4号岸壁(-9.0m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-3 汐見5号岸壁(-12.0m)の埋没浚渫 

1-A-5 助松1号物揚場(-4.0m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-6 助松2号物揚場(-4.0m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-9 汐見1号岸壁(-4.5m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-10 汐見6号岸壁(-10.0m)改良 

1-A-11 助松8号岸壁(-12.0m)改良 

1-A-13 汐見4号岸壁(-7.5m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-12 助松4号岸壁(-7.5m)エプロン改良 

1-A-15 松之浜１号岸壁(-5.5m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-16 助松9号岸壁(-14.0m)改良 



（図面）社会資本総合整備計画

計画の名称 既存施設の機能確保
計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 大阪府交付対象

1-A-14 貝塚大橋耐震補強 

1-A-8 貝塚1号物揚場(-3.0m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-7 貝塚1号岸壁(-6.5m)鋼構造物の補修・防食 

1-A-4 岸和田1号岸壁(-10.0m)鋼構造物の補修・防食 


